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まち協だより

集
会
所
工
事
日
程
決
ま
る

27
日
に
夏
ま
つ
り

 

　

｢

ゾ
ー
ン
30｣

導
入
を
検
討

 

　

交
通
安
全
確
保
へ

若草１・２丁目

若草３－５丁目

若草６－８丁目

第３回理事会（平成 25 年６月１日）

地
域
の
資
源
回
収

７
月
21
日
・
８
月
４
日

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

７
月
28
日
・
８
月
11
日

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒

で
可
）

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

　

昨
年
12
月
に
立
ち
上
げ
た
草

津
警
察
署
、
草
津
市
交
通
政
策

課
・
道
路
課
、
そ
れ
に
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
理
事
会
、
交
通
防

犯
委
員
会
、
草
津
栗
東
交
通
安

全
協
会
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
「
志

津
南
地
区
交
通
安
全
対
策
協
議

会
」
は
そ
の
後
、
交
通
量
調
査

や
速
度
測
定
調
査
な
ど
を
実

施
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
議
論

を
重
ね
て
、こ
の
地
区
に
「
ゾ
ー

ン
３
０
」
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。　

「

ゾ

ー

ン

３

０
」

と

は
、

最
高
速
度
を
時

速
30
㌔
に
規
制

し
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
生
活

道
路
が
集
中
し

て
い
る
区
域
を

ゾ

ー

ン

と

し

て
、
ソ
フ
ト
面

と
ハ
ー
ド
面
の

対
策
を
組
み
合

わ

せ

る

こ

と

で
、
そ
の
区
域

内
の
交
通
安
全
を
確
保
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
ゾ
ー
ン
内
の

速
度
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
路
側
帯
設
置

等
の
各
種
物
理
的
対
策
を
講
じ

ま
す
。

　

当
地
区
の
ゾ
ー
ン
は
、
設
定

基
準
に
よ
り
、
Ａ
若
草
一
、
二

丁
目
、
Ｂ
若
草
三
、四
、五
丁
目
、

Ｃ
若
草
六
、
七
、
八
丁
目
の
３
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
幹
線
道
路
に
面
す
る
ゾ
ー

ン
の
出
入
り
口
に
は
、「
ゾ
ー

ン
３
０
」
を
示
す
路
面
標
示
や

時
速
30
㌔
規
制
標
識
等
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

物
理
的
対
策
と
し
て
は
、
３

路
線
に
路
側
帯
を
設
置
し
、
２

か
所
に
ハ
ン
プ
（
路
面
の
一
部

を
盛
り
上
げ
る
）
を
設
置
す
る

と
い
う
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

①児童公園等（児童公園、児童遊園、緑道、

　緑地）の維持管理については、各町内会

　が市から依頼されている。若草地区では

　多くのボランティアが立ち上がっており、

　その協力も得ながら、各町内会は主体的

　に関わってほしい。

　また若草緑道の高木剪定は、４ブロック

　に分けて年度ごとに市が実施しており、　

　今年度は若草七・八丁目と青山との境界

　部分の緑道が 9月に予定されている。

②集会所維持管理費の残高について、改め

　て平成 15 年度から平成 24 年度までの 10

　年間の決算報告を精査したところ、約　

　263 万円余となり、その内「集会所特別会

　計（以前の「コミュニティ基金」）」への

　繰入金合計は 250 万円で、残りは約 13 万

　円余であることを確認した。岡本町西町

　内会の役員会の了承を得て、この残高約

　13 万円余を特別会計に繰り入れ、清算す

　ることとした。

③追分町４町内会（「（仮称）追分南町内会」

　「かがやきの丘町内会」「コージーガーデ

　ン自治会」「追分鴨田町内会」）から 5 月

　24 日、志津地区まちづくり協議会から　

　脱退し、志津南地区まちづくり協議会に

　加入したいとの申し入れがあった。この

　件に関して 6 月 20 日に４町内会と協議す

　ることになっており、志津南地区まちづ

　くり協議会のシステムなどを説明し、ま

　た４町内会の活動実態なども聞く予定に

　している。次回の理事会でこの協議結果

　を報告し、今後どのような手続きを踏ん

　でいくのかについて審議することとした。

　

若
草
地
区
の
５
集
会
所
の
改

修
工
事
の
工
事
業
者
と
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

近
隣
の
お
宅
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
も
集
会

所
の
利
用
は
で
き
ま
す
。

　

ま
た
屋
根
と
外
壁
の
塗
装
が

主
な
作
業
で
、
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
少
日

程
が
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。■

工
事
業
者　

ベ
ス
ト
ハ
ウ

ス
（
担
当
者
：
山
本　

好
）

電
話
番
号
０
１
２
０
―　

　
　
　
　

６
９
５
５
―
８
１

○
日
程

　

第
一
集
会
所

　
　

７
月
22
日
～
８
月
８
日

　

第
三
集
会
所

　
　

８
月
20
日
～
９
月
８
日

　

第
五
集
会
所

　
　

８
月
31
日
～
９
月
24
日

　

第
六
集
会
所　

　
　

９
月
９
日
～
９
月
30
日

　

第
七
集
会
所

　
　

９
月
20
日
～
10
月
10
日

第
16
回
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

は
７
月
27
日
午
後
５
時
か
ら
、

「
み
ん
な
に
届
け
よ
う
、
笑
顔

で　

楽
し
く　

元
気
」
を
テ
ー

マ
に
若
草
中
央
公
園
で
開
催
し

ま
す
。

前
回
好
評
の
立
命
館
大
学
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
緑
波

く
る
み
保
育
園
児
の
ま
ん
ま
る

音
頭
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
ま

た
会
場
の
模
擬
店
も
い
ろ
い
ろ

と
参
加
者
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
企
画
し
ま
し
た
。

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
実
行
委
員
会
一
同
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
地
区
の

交
通
安
全
が
推
進
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、「
ゾ
ー

ン
３
０
」
の
導
入
や
物
理
的
対

策
等
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
の
で
、
７
月
15
日
ま
で
に
班

長
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
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人形劇で虫歯予防訴え

７年ぶりに災害図上訓練

 
追
分
４
町
内
会
と
初
協
議

川
柳
楽
し
む

や
す
ら
ぎ
学
級
第
２
回
講
座

が
６
月
26
日
に
志
津
南
市
民
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）
で
開
催
さ

れ
、
学
級
生
36
人
が
参
加
し
ま

し
た
＝
写
真
。

　

今
回
は
、
よ
み
う
り
文
芸
選

者
の
笠
川
嘉
一
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、「
川
柳
を
楽
し
も
う 

パ
ー
ト
Ⅲ
」
と
題
し
て
、
事
前

に
学
級
生
が
川
柳
を
短
冊
に
書

き
、
こ
れ
を
笠
川
嘉
一
さ
ん
に

講
評
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
91
句
の
中
か
ら
、
入
選
29
句
、

佳
作
10
句
、
天
地
人
３
句
が
発

表
さ
れ
、
学
級
生
の
方
た
ち
は

お
互
い
の
作
品
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
座
の
後
に
は
、
ス

ポ
レ
ク
サ
ー
ク
ル
と
川
柳
サ
ー

ク
ル
で
短
冊
を
七
夕
の
笹
に
飾

り
付
け
ま
し
た
。◇

　

天
地
人
に
選
ば
れ
た
作
品
は

次
の
通
り
で
す
。

【
天
】
誠
実
に　

生
き
た
男
の

　
　
　

喪
の
写
真

【
地
】
墓
参
り　

つ
も
る
話
が

　
　
　

多
す
ぎ
て

【
人
】
年
重
ね　

願
い
が
尽
き

　
　
　

た　

笹
飾
り　

28
日
に
平
和
祈
念
講
演
会

　

志
津
南
地
区
自
主
防
災
委
員

会
（
太
田
吉
一
委
員
長
）
は
６

月
29
、
30
の
２
日
間
に
わ
た
り

９
町
内
会
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
草
津
市
危
機
管
理
課
職
員

お
よ
び
南
消
防
署
員
の
指
導
を

受
け
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

を
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

７
年
ぶ
り
と
な
っ
た
こ
の
訓

練
、
参
加
者
１
０
５
人
の
大
多

数
は
初
め
て
の
経
験
で
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
熱
の
こ
も
っ

た
丁
寧
な
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
に
よ

り
防
災
意
識
、
関
心
も
高
ま
り

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
地
区
内
の
地
図

に
危
険
箇
所
を
は
じ
め
災
害
時

要
援
護
者
宅
の
情
報
や
避
難
経

路
、
避
難
場
所
の
確
認
、
消
防

水
利
、
救
護
器
材
の
保
管
場
所

を
把
握
し
て
い
る
か
を
記
入
し

て
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
役
立

て
る
訓
練
で
し
た
。

　

参
加
者
の
声
と
し
て
「
こ
の

訓
練
は
初
め
て
だ
っ
た
が
貴
重

な
体
験
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て

い
い
知
識
を
得
ま
し
た
」「
訓
練

に
参
加
し
て
災
害
時
の
避
難
・

救
護
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
出
来
て
大
変
良
か
っ

た
」「
若
草
地
区
の
地
図
を
見
る

こ
と
に
よ
り
消
防
施
設
等
の
場

所
を
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
」

と
の
声
が
多
数
で
し
た
。

　志津南地区健康推進員連絡協議会（小早

川敏子代表）は６月 12 日、市民センター

でエプロン人形劇を開催しました＝写真。

　今回も地区民生委員児童委員協議会の

協賛で、子育て支援の場をお借りしまし

た。

　未就園児 18 人の参加者は劇が始まると

静かになり興味津々で見てくれました。特

に大きな口の「ワニさん」が出てきた時は

ワアッとびっくり顔でした。

　歯の磨き方や「歯をみがきましょう」の

歌もみんなで一緒に大きな声で歌いまし

た。

　お母さんたちには、小さいころから歯み

がきの習慣を身につけて次の四つの約束

を守り虫歯予防に努めて欲しいと訴えま

した。

　①甘いジュースよりお茶を飲ませる。

　②おやつを食べる量と時間を決める。

　③寝る前には食べさせない。

　④食べたら歯みがきをさせる。

　最後に手作り蒸ケーキ３種と子ども用

ハブラシのプレゼントに「ありがとう」と

笑顔を見せていました。

　

追
分
町
４
町
内
会
か
ら
５
月

24
日
に
志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
へ
の
加
入
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
６
月

20
日
、
当
該
４
町
内
会
の
正
副

会
長
と
志
津
南
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
正
副
会
長
と
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

ま
ず
、
志
津
南
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
か
ら
、
会
則
、
組

織
、
活
動
計
画
、
予
算
、
協
議

会
の
仕
組
み
、
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
４
町
内
会
か
ら

志
津
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
の
関
わ
り
方
の
現
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
４
町
内
会
と
し
て
役

員
会
等
で
議
論
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
再
度

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
７
月
28

日
午
後
２
時
30
分
か
ら
、
志
津

南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
23

年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

の
大
津
波
に
よ
り
多
数
の
犠
牲

者
を
出
し
た
岩
手
県
宮
古
市
立

田
老
第
一
中
学
校
の
佐
々
木
力

也
校
長
（
現
花
巻
市
立
八
幡
小

学
校
長
）
を
講
師
に
招
き
、
災

害
を
風
化
さ
せ
ず
い
つ
か
誰
か

の
役
に
立
つ
、
未
来
に
伝
え
た

い
こ
と
を
残
そ
う
と
取
り
組
ま

れ
た
未
来
へ
の
文
集
「
い
の
ち
」

づ
く
り
に
関
し
て
講
演
し
て
頂

き
ま
す
。

　

当
地
域
も
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
災
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
地
域
や
家
族
の
つ
な
が
り
・

絆
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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ぽ
っ
か
ぽ
か

子
ど
も
会
は
残
念
無
念

本番に備え打ち合わせするメンバー

ディスコンで３位に

ホ
タ
ル
観
察
会

　

志
津
南
地
区
地
域
協
働
合
校

推
進
委
員
会
（
小
早
川
勝
廉
委

員
長
）
の
「
ホ
タ
ル
に
会
い
に

行
こ
う
」
が
６
月
８
日
に
行

わ
れ
、
子
ど
も
75
人
、
大
人

１
０
２
人
が
地
域
に
生
息
す
る

ホ
タ
ル
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
午
後
６
時
半
に
市

民
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
よ
し
笛

を
練
習
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
「
ホ
タ
ル
来
い
」
な
ど
、

よ
し
笛
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
草
津
で
ホ
タ
ル

を
楽
し
む
会
」
の
秋
山
謙
二
・

久
代
夫
妻
が
自
作
の
紙
芝
居
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
ホ
タ
ル
の

生
態
を
説
明
、
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
は
折
り
紙
で
ホ
タ
ル
を

折
っ
て
う
ち
わ
に
貼
り
付
け
、

楽
し
み
ま
し
た
。

　

７
時
半
頃
に
な
っ
て
、
伯
母

川
に
ホ
タ
ル
観
察
に
出
か
け
ま

し
た
。
時
間
も
た
ち
、
暗
く
な

る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ホ
タ
ル

が
飛
び
、
岡
本
町
西
近
辺
で
は

50
匹
近
く
の
ホ
タ
ル
を
見
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
に
見
入
り
な
が
ら
、
人
間

と
自
然
と
の
関
わ
り
や
、
環
境

保
全
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

市民センターで事前学習する子どもたち

奮闘する若草Ａチーム

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
～

す
！
」
火
曜
日
の
朝
、
志
津
南

小
学
校
の
教
室
に
行
き
、
子
供

た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
耳

に
絵
本
を
開
き
ま
す
。
今
日
の

絵
本
は
何
か
な
？
子
供
た
ち
の

き
ら
き
ら
し
た
目
が
絵
本
に
注

目
し
ま
す
。

　

読
み
終
え
る
と
、
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う

声
に
送
ら
れ
、
子
供
た
ち
に
元

気
を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
す
。

　

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
ぽ
っ
か

ぽ
か
は
、
十
五
年
ほ
ど
前
に
、

ひ
と
り
の
お
母
さ
ん
が
学
校
で

の
子
供
の
様
子
を
知
り
た
い
と

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
思
い
つ

き
、
学
校
に
打
診
し
、
快
く
受

け
入
れ
て
も
ら
え
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
在

校
生
の
保
護
者
が
後
を
引
き
継

ぎ
、
現
在
は
当
初
か
ら
子
ど
も

が
卒
業
し
て
も
続
け
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
か
ら
、
新
一
年
生
保
護

者
の
方
ま
で
、
十
数
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

児
童
が
増
え

た
た
め
、
今
年

か
ら
１
年
生
は

各
ク
ラ
ス
の
教

室
、
２
・
３
・
５

年
生
は
多
目
的

室
、
４
・
６
年
生

は
新
校
舎
に
近

い
図
工
室
で
と

い

う

よ

う

に
、

５
か
所
で
絵
本

を
読
ん
で
い
ま

す
。子

供
た
ち
も

毎
回
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
、
特
に
多
目
的
室
は

た
く
さ
ん
の
子
が
集
ま
っ
て
く

れ
る
の
で
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
も
う
数
人
メ
ン

バ
ー
が
増
え
る
と
２
年
生
も
各

ク
ラ
ス
で
読
ん
で
あ
げ
ら
れ
る

な
ぁ
と
夢
み
て
い
ま
す
。

絵
本
を
読
む
当
番
は
月
に
２

回
程
度
、
自
宅
の
本
の
ほ
か
学

校
図
書
室
や
市
立
図
書
館
に
行

き
、
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
絵
本
を
選
ぶ

の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

活
動
は
主
に
小
学
校
の
火
曜

朝
の
時
間
で
す
が
、
昨
年
か
ら

は
、
こ
ど
も
の
日
に
ふ
れ
あ
い

ハ
ウ
ス
絆
で
「
絵
本
の
ひ
ろ
ば
」

を
開
き
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

「
絵
本
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
テ

ー
マ
を
決
め
て
絵
本
を
50
冊
ほ

ど
用
意
し
、
み
ん
な
で
絵
本
を

読
み
あ
う
形
で
楽
し
み
ま
す
。

小
学
校
と
は
ひ
と
味
違
う
雰
囲

気
の
な
か
、
こ
ち
ら
も
み
ん
な

で
わ
い
わ
い
楽
し
く
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
で
の
活
動
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絵
本
は
、
小
さ
い
子
は
も
ち

ろ
ん
、
実
は
大
人
も
楽
し
め
る

の
で
す
。
誰
か
に
読
ん
で
も
ら

う
楽
し
さ
を
一
度
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
誰
か

に
読
ん
で
あ
げ
る
楽
し
さ
も
。

子
供
た
ち
に
絵
本
を
読
ん

で
み
た
い
と
思
う
方
、
ご
連
絡

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
連
絡
先
】
佐
々
木
智
子

　
　

（
５
６
３
）
５
８
３
４

　

６
月
９
日
、
草
津
市
野
村
運

動
公
園
・
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
16
回
草
津
市
ス
ポ
レ

ク
祭
デ
ィ
ス
コ
ン
の
部
で
若
草

チ
ー
ム
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
雨
の
心
配
も
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
恵
ま
れ
草
津

市
13
学
区
・
地
区
か
ら
多
数
の

参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

学
区
・
地
区
対
抗
と
し
て
、

ペ
タ
ン
ク
、
大
玉
リ
レ
ー
、
大

縄
跳
び
、
デ
ィ
ス
コ
ン
の
部
が

あ
り
、
デ
ィ
ス
コ
ン
の
部
に
参

加
し
た
、
若
草
Ａ
チ
ー
ム
（
七

名
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

若
草
Ａ
チ
ー
ム
は
平
均
年
齢

80
歳
に
近
く
、
午
前
の
予
選
三

試
合
は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
声
を

掛
け
合
っ
て
全
勝
し
、
予
選
を

勝
ち
抜
き
ま
し
た
が
、
午
後
の

決
勝
リ
ー
グ
戦
で
は
力
尽
き
３

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
練
習
に
励
み
リ
ベ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
大
縄
跳
び
の
部
と
大

玉
リ
レ
ー
の
部
に
参
加
し
た
子

ど
も
会
は
低
学
年
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
練
習
の
成
果

を
発
揮
で
き
ず
好
成
績
を
残
せ

ま
せ
ん
で
し
た
＝
写
真
。

　

そ
れ
で
も
午
後
か
ら
は
自
由

種
目
に
参
加
し
、
体
力
テ
ス
ト

や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦

し
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
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こよみ

　
　
　

み
ま
わ
り
隊

宿
泊
体
験
の
参
加
者
募
集

早
朝
ラ
ジ
オ
体
操

愛
の
声
か
け
パ
ト
ロ
ー
ル

　
 

満
開
の
あ
じ
さ
い
楽
し
む

保
育
園
で
交

通
安
全
啓
発

 

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
志

津
南
支
部
（
佐
々
木
奉
昭
支
部

長
）
は
、
ア
ヤ
ハ
自
動
車
教
習

所
の
協
力
を
得
て
６
月
13
日
、

緑
波
く
る
み
保
育
園
児
１
２
０

人
を
対
象
に
同
園
で
交
通
事
故

防
止
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
＝
写
真
。

 

ア
ヤ
ハ
自
動
車
教
習
所
の
ス

タ
ッ
フ
４
人
は
サ
ロ
ン
で
園
児

た
ち
に
ビ
デ
オ
で
正
し
い
横
断

歩
道
の
渡
り
方
を
見
せ
た
後
、

志
津
南
支
部
女
性
部
も
加
わ
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
信
号
機
を
使
っ

て
実
地
指
導
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
マ
ス
コ
ッ
ト
の

熊
さ
ん
と
一
緒
に
真
剣
に
、
行

儀
良
く
、
仲
良
く
「
手
を
あ
げ

て
、
右
見
て
左
見
て
」
の
正
し

い
渡
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

若
草
一
丁
目
に
「
み
ま
わ
り

隊
」
が
発
足
し
ま
し
た
。�

�　

発
足
の
背
景
は
、
防
犯
と
防

災
か
ら
で
す
。		



　

昨
秋
の
あ
る
昼
下
が
り
、
集

会
所
の
植
木
剪
定
を
終
え
て
休

息
し
て
い
る
時
に
町
内
夜
警
団

の
話
が
出
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。

　

昔
は
拍
子
木
を
叩
い
て
年
末

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
り

ま
し
た
。
町
内
で
も
空
き
巣
が

発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
町

内
に
し
た
い
の
は
誰
も
が
願
う

こ
と
で
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
は
阪
神
淡
路

大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
経

験
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
起

こ
り
う
る
可
能
性
の
あ
る
震
災

に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
地
震
が
起
こ
っ
た

と
き
に
は
自
分
、
家
族
、
町
内

の
順
で
状
況
確
認
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
日

頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
で
一
人

暮
ら
し
の
家
も
あ
り
ま
す
。
民

生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
の

人
達
に
協
力
し
て
見
守
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

町
内
役
員
は
毎
年
入
れ
替
わ

り
ま
す
の
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町

内
で
声
を
か
け
合
い
継
続
し
て

活
動
す
る
「
若
草
一
丁
目
み
ま

わ
り
隊
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
隊
員
は
13
人
で
議
論

や
勉
強
会
を
し
な
が
ら
繋
が
り

を
深
め
つ
つ
、
黄
色
い
ベ
ス
ト

を
着
用
し
て
月
１
回
町
内
巡
回

を
し
て
い
ま
す
。

「
く
さ
か
り
隊
」
と
同
様
に

広
が
り
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
隊
長
）

□ 7月 20 日（土）

　☆健康ウォーキング

8：15　若草中央公園

□ 7月 23 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 7月 27 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：45　若草中央公園集合

□ 7月 27 日（土）

☆第 16 回ふれあい夏まつり

　　17：00 ～ 21：00

　　若草中央公園一帯

□ 7月 28 日（日）

　★平和祈念講演

　　14：30 ～ 15：30

□ 8月 2日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　ボランティア「泉」

□ 8月 3日（土）

　☆健康ウォーキング

8：15　若草中央公園

□ 8月 3日（土）～ 4日（日）

　★南っ子宿泊体験

　　12：30 ～翌 13：00

□毎週金曜日

　☆ふれあい喫茶（お茶の間）

　　10：00 ～ 12：00

　　若草第五集会所（五丁目）

★印の場所は志津南市民センター（公

民館）です

「
あ
じ
さ
い
を
見
に
行
こ
う
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
市
民

セ
ン
タ
ー
の
第
２
回
高
齢
者

等
つ
ど
い
推
進
事
業
が
６
月
17

日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
行
き

先
は
守
山
芦
刈
園
で
、
22
名
が

参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

日
本
と
西
洋
の
あ
じ
さ
い
約

百
品
種
、
一
万
本
が
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
色
と
り
ど
り
に
咲
く

あ
じ
さ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
毎
年
芦

刈
園
へ
あ
じ
さ
い
見
学
に
行
っ

て
い
る
方
も
い
て
、
今
年
は
や

や
咲
く
の
が
遅
く
、
小
ぶ
り
だ

と
の
こ
と
で
し
た
。
あ
じ
さ
い

の
写
真
を
撮
る
方
、
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
眺
め
る
方
、
お
土
産
に

あ
じ
さ
い
の
鉢

を
買
う
方
、
雑

談
し
な
が
ら
散

策
す
る
方
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
の
時

間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

天
候
に
も
恵

ま
れ
、
参
加
者

は
ゆ
っ
く
り
と

あ
じ
さ
い
園
を

散
策
で
き
ま
し

た
。　

志
津
南
地
区
地
域
協
働
合

校
事
業
「
南
っ
子
宿
泊
体
験

２
０
１
３
」
の
参
加
者
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
３
日
（
土
）
12

時
半
～
８
月
４
日

（
日
）
13
時
ま
で

▽
対
象　

志
津
南
小
学
校
４
年

生
～
６
年
生
30
人

▽
場
所　

志
津
南
市
民
セ
ン

タ
ー

▽
参
加
費　

１
２
０
０
円

▽
事
前
説
明
会

　

７
月
29
日　

19
時
よ
り

▽
内
容

　

１
日
目
は
陶
芸
体
験
で
マ
グ

  

カ
ッ
プ
を
製
作
し
、
夜
は
ベ

  

ト
ナ
ム
人
の
学
生
を
招
き
文

  

化
紹
介
や
歌
を
聴
き
交
流
し

  

ま
す
。

　

２
日
目
は
買
い
物
、
調
理
し

　

み
ん
な
で
パ
ー
テ
ィ
を
開
き

　

ま
す
。

▽
申
し
込
み　

小
学
校
を
通
し

　

て
案
内
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
は
７
月
６
日
～
19

　

日
で
、
先
着
順
で
締
め
切
り

　

ま
す
。

　

志
津
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
夏
休
み

期
間
中
の
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

所
定
の
場
所
（
若
草
中
央
公

園
、
若
草
東
公
園
、
若
草
西
公

園
、
岡
本
町
）、
所
定
時
間
に

集
合
し
て
下
さ
い
。

▽
７
月
22
日
か
ら
８
月
11
日
ま

　

で
（
午
前
７
時
30
分
か
ら
）

▽
８
月
17
日
か
ら
８
月
23
日
ま

で
（
午
前
７
時
30
分
か
ら
）

　

た
だ
し
、
土
日
は
お
休
み
で

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

志
津
南
地
区
青
少
年
育
成
委

員
会
は
８
月
３
日
～
来
年
２
月

22
日
ま
で
の
日
程
で
「
愛
の
声

か
け
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま

す
。

　

毎
週
土
曜
日
の
夕
方
、
地
域

全
域
を
一
時
間
程
度
、
各
町
内

会
役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。


